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●�いざというときに地域で協力し合え

るよう、普段から協力し合い「顔の

見える関係」を築いておきましょ

う。

●�自治会などで、災害時に支援の必要

な方や世帯を把握し、いざというと

きに助け合える体制づくりを進めま

しょう。

●�災害時に備えて、家族で避難場所な

どについて話し合っておきましょ

う。

●�地震の際に家具等が倒れないよう、

金具や市販の転倒防止用具で固定し

ておきましょう。

●�非常持ち出し品は、すぐに持ち出せ

るようにリュックサック等にまとめ

ておきましょう。

気象情報や避難情報は防災無

線で放送します。

防災情報ラジオでご確認くだ

さい。

飲料水
ペットボトルは持ち

運びに便利です。１

人１日３リットルを

目安に。

非常食
食料の供給が始まるまで

の３日分。火を通さなく

ても食べられるもの。赤

ちゃんがいるときは粉ミ

ルクも。

救急薬品
消毒薬や絆創膏など。

持病のある人は常備薬も。

携帯ラジオ・懐中電灯
間違った情報に惑わされないた

めに、ＡＭとＦＭの両方が聞け

るものを。

懐中電灯は、予備の電池も忘れ

ずに。

その他
現金（公衆電話が利用できるよう小銭を用

意）、オイルライター、身分証明書のコピー、

ヘルメット、軍手、毛布、寝袋、季節に応じた

防寒着、使い捨てカイロなど。

食品の賞味期限をチェックして、定期的に

交換しましょう。

非常持ち出し品（例）
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